
山形県外国人介護人材支援センターの設置について

【現 状】

○ 外国人介護人材の需要が高まっている一方で、降雪や交通の便、給与
等、他県と比較して不利な状況にある本県を積極的に選択する外国人は
少ない

○ 「言語」や「生活習慣」で悩みを抱え、地域住民との交流や同国出身
者とのつながりを求める外国人介護職員が多い

【課 題】

○ 介護事業所と連携して、外国人介護職員の悩みや困りごとを把握・解
消し、県内定着を図る必要がある

【事業内容】

山形県外国人介護人材支援センターを設置し、以下の事業を実施す
る

①専用相談窓口の設置：外国人介護職員や介護事業所の相談対応

②定期巡回相談の実施：介護事業所を訪問しての面談
（優良な取組み等の横展開も図る）

③交流会の開催：地域住民との交流会、出身国別の交流会の開催

④実態調査：外国人介護職員や介護事業所の課題やニーズの把握

◎ 外国人介護人材の
不安解消、地域住民
との交流、就労環境
の向上

◎ 外国人介護人材の
定着による介護事業
所の負担軽減、日本
人介護職員も働きや
すい就労環境の実現
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③外国人同士の
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事業所の受入経費
（学習環境整備、生活
支援等）に対する支援

事業所向け受入
制度説明会の開催

【現行】外国人介護人材受入れ体制
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【新規】 山形県外国人
介護人材支援センター （委託）
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